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『
蜻
蛉
日
記
』
「
町
の
小
路
の
女
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

二
年

組

番
（

）

問
．
皆
さ
ん
は
、
藤
原
道
綱
母
の
友
人
で
す
。
ど
う
や
ら
、
本
日
も
夫
・
兼
家
の
こ
と
で
相
談
に
来
た
よ

う
で
す
。
内
容
は
教
科
書
の
通
り
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
藤
原
道
綱
母
の
心
が
軽
く
な
る
よ
う
な
声
か

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
道
綱
母
の
性
格
や
当
時
の
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
内
容

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
時
代
の
女
性
の
考
え
方
を
参
考
に
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

【
参
考
】
平
安
時
代
の
恋
愛
と
結
婚

◎
結
婚
に
つ
い
て

◎
恋
愛
に
つ
い
て

平
安
時
代
の
結
婚
は
、「
妻
問
」
と
い
っ
て

（
１
）
恋
の
始
ま
り
は
、
人
づ
て
に
評
判
を
聞
い

男
性
が
女
性
の
家
に
通
う
、「
通
い
婚
」
が
一

た
り
、「
垣
間
見
」
し
た
り
。

般
的
で
、
一
夫
多
妻
制
で
あ
る
。
当
時
は
厳
し

い
身
分
社
会
だ
っ
た
の
で
、
結
婚
に
お
い
て
も

（
２
）
求
愛
か
ら
交
際
ま
で
の
道
の
り
は
、
和
歌

相
手
の
家
柄
が
重
視
さ
れ
、
多
く
の
結
婚
は
家

の
や
り
と
り
に
よ
る
。
和
歌
が
上
手
く
な

同
士
の
了
解
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
。

け
れ
ば
だ
め
。

（
大
修
館
書
店
『
言
語
文
化
』
ｐ
．
一
九
九
）

（
３
）
三
晩
続
け
て
女
性
の
も
と
に
通
う
と
、
結

婚
成
立
。
子
ど
も
は
女
性
の
家
で
養
育
。

男
性
が
長
く
女
性
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
な
い

と
、
夫
婦
関
係
は
自
然
解
消
す
る
。

（
大
修
館
書
店
『
言
語
文
化
』

ｐ
ｐ
．
一
九
九-

二
〇
〇
）


